
UTRA Commons上で「研究データ川柳」コンクール実施検討

＜川柳を投稿して参加＞
1. 年間を通して、研究データの管理・利活用に関連した川柳を募集
2. 四半期毎(例)に集まった川柳をWEB上に掲載し周知
3. アンケート投票数で最優秀賞・優秀賞などの賞を決定
4. WEB上で公表（作品と雅号（ペンネーム））

＜川柳に投票して参加＞
1. 四半期毎(例)に公表される川柳のうち共感するものに投票

＊投票への参加から投稿への参加に導く
＊投稿された川柳や投票結果から、研究データ管理・利活用動向を把握

Forms上でテスト事業開始！（求めには すぐに応答 URA）

◆URA研究データマネジメントWG活動 （2021.9～現在）

10分野の研究データ創出から質担保・蓄積・公開・利活用まで情報交換
➢ 研究データの相互理解により、個性と共通性を抽出
➢ 今後必要となる人材や、支援の仕組みを検討
➢ データ量や保存場所に依存したシステムへの要望を抽出

• 多様な分野の研究データ管理・利活用を全学横断的・包括的に支援する体制構築
• 研究データ管理・利活用で各分野をリードする部門が持つ知見やノウハウ共有の場構築
• 日本の将来を担う若手研究者の研究データ管理・利活用リテラシー向上に向けた取り組み

東京大学の課題

第6期科学技術・イノベーション基本計画
「新たな研究システムの構築 (オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の推進)」

公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方
（2021年4月27日）

学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針
（2024年２月16日）

•第6期科学技術・イノベーション基本計画下で、オープンサイエンス政策が推進
•大学における実践にあたっては、部署をこえた機関としての協働が求められる

URA連携による多様な分野の研究データ
管理・利活用促進に向けた全学的な取り組み

活動サマリー

*古宇田 光1, 石田 哲也2, 一橋 和義3, 新澤 裕子1, 谷口 沙恵4, 殿木 久美子5, 平澤 加奈子6, 村山 育子7, 吉田 芳江5, 劉 沙紀1

1東京大学 リサーチ・アドミニストレーター推進室、 2同 未来ビジョン研究センター、 3同 医学部附属病院、
4同 社会科学研究所、 5同 公共政策大学院、 6同 史料編纂所、 7同 先端科学技術研究センター

URA連携によるソリューション

• 本部(４名)と部局（54名）の認定URAを中核としたネットワーク型研究力強化体制を構築
• その一環として、研究データマネジメントに関わるURAが連携し全学支援活動を推進
• URAネットワークと附属図書館・情報基盤センターの連携を開始

◆研究データ管理・利活用ポリシー制定協力 （2021.11～2023.3）

URAのボトムアップの議論をトップダウンの会議体につなげる
➢ 部局でURAと連携している教員を全学会議体に推薦
➢ 全学会議にURAメンバーが陪席し、研究支援の経験や各自の専門性から情報提供
➢ 具体的な今後の支援体制の在り方を協働で検討

明谷 早映子(医学系)、木本 早苗(生研/IRCN)、喜多山 篤(先端研)、古宇田 光(URA推進室/物性研)、近藤 恒(生研)、東野 陽子(地震研)、
谷口 沙恵(社研CSRDA)、平澤 加奈子(史料編纂所)、RUCシンポジウム発表資料(2021.10)より

全学会議体 URA-WG活動

連絡先
東京大学 リサーチ・アドミニストレーター推進室
ura-office.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp

DMPとは何かを知ろう

整理して効率的に研究を進めよう

共有して効果的に研究を進めよう

公開して分野に貢献しよう

◆全学構成員の研究データリテラシー向上への取り組み (2021～）

➢ 科研費で研究を推進する若手研究者が主なターゲット
➢ 全学的に意識を高める取り組みを推進

◆さらなる研究データ管理・利活用の振興に向けた取り組み
課題：科研費取得者等、若手研究者に対してのアプローチは不十分
東京大学における科研費課題数（例）(2024年度)

特別研究員奨励費：1,445件、若手研究：898件、基盤研究(C)：1,058件
⇒興味を持っていただくきっかけを作るための楽しいイベントを検討

◆URA×専門家による研究データ管理・利活用支援体制の構想
学内の専門家によるセミナー実施を継続して実施
⇒URA×専門組織のネットワークを拡張し全学研究支援体制構築を構想
※下記は「研究データの管理・利活用の実際 ―分野毎の事例―」セミナーの講師が所属する部局/部門を例として記載

「科研費交付申請に向けたDMP作成」,新澤裕子(URA推進室),
研究ブーストセミナー「Open Scienceの歩き方」シリーズ第1回(2024)より
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RA協議会第10回年次大会(OIST)ポスターセッション, 発表番号:P011／HP番号:P-1-6,
(2024.10.16)

背景

今後の研究データ駆動型研究促進に向けて

① URA研修における「研究データマネジメント」講義の実施 （2021～23）

対象： [学内] URA業務実施者を中心とした教職員（のべ228名受講）

内容： 研究データ管理・利活用の政策、分野の動向、学内の状況

② UTRA Commons(WEB)での情報発信 （2023.4～）

対象： [学内外] 分野に共通した/分野に特有の研究データ関連情報を集約

内容： ➢ 研究データ関連ガイドライン・ポリシー等
➢ 研究データの管理・保存・利活用
➢ 研究推進に関する教材

③ 「研究データ管理・利活用」関連セミナーの実施 （2024.4～）

対象： 公的資金で研究を推進する研究者とその支援者を中心とした教職員

内容
(例)：

➢ 「科研費交付申請に向けたDMP作成」（417名聴講登録）

➢ 「研究データの管理・利活用の実際 ―分野毎の事例―」
（異なる6分野の事例を2日間にわたり紹介、150名聴講登録）

⇒参加者アンケートで研修ニーズを収集し、提供

「研究データマネジメント」,谷口沙恵(社研CSRDA),URA研修研鑽偏(2023)より

＊[本学研究データ管理・利活用ポリシー][URA研修ビデオ][人文学・社会科学総合データカタログ]へのアクセスが多い
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URAが間をつなぐ

https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/research/orgs-projects/research-data-policy.html
mailto:ura-office.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp
https://www.ura.adm.u-tokyo.ac.jp/
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